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品川区青少年委員会は、 地域の青少年の実態を把握し 、 青少年およ び青少年関係団体の育成の援助を行う こ と と 並行し て青少年委員会活動のＰ Ｒ を推進し ています。
本年度の事業を振り 返っ て

品川区青少年委員会会長  有馬成美 心身は年齢と共に成長していき、 年齢に応じた様々な体験は人生を生きる力を蓄えていきます。 現代の子育ては、 おとなが自らの知恵や知識を一方的に子どもに教えるのではなく 、 正しい教育で共に育ちあう という意識の〈 子育て・ 親育ち〉 の施策が図られています。 品川区青少年委員会もその一助になる活動を展開しています。  基本的な躾は家庭教育の責任ですが、 異年齢集団活動のジュニア・ リーダー教室においても、 事の善悪や相手への思いやりなどを学んでいきます。  他方の事業では、 対象年齢の幅を広げる活動を積極的に進めてまいりました。 本年は、 親子のコミ ュニケーショ ンアップとして初事業の「 家庭の日 親子ネイチャープロジェクト 」 に取り組みました。 年３ 回のこの事業は、 みなとが丘ふ頭公園品川区キャンプ場を利用し、 野外遊びやカンナ削り、 ド ラム缶風呂などを体験し、 昼食は季節の食材でＢＢＱを味わいました。 参加されたファミ リー同士のコミ ュニケーションの輪が広がったことも、 大きな成果だと感じております。  夏恒例事業の「 親子虫とり公園探検」 は、 汗を掻きながら親子でト ンボやセミ などを追いかけて網にとり、 日本昆虫協会所属の講師から生物名や種類を聞く などして、 生き物を扱う大切さも学んでおります。  青少年委員会は、 地域や青少年育成団体と協働し、 青少年の健全育成は基より、 幼少期からの親子コミュニケーショ ンの場所づく りにも助力してまいりますので、 今後ともご理解ご指導の程よろしく お願いいたします。  

今年度、 異年齢の親子が自然体験を通じて、 共に成長することを目的として新規に３ 回の事業を行いました。 いずれもみなとが丘ふ頭公園品川区キャンプ場で実施し、 天候にも恵まれ、 大盛況でした。  第１回： 5 月 3 1 日（ 日） 「 親子で自然と野外料理を楽しもう 」  午前中は日本昆虫協会の木村講師とともにキャンプ場の自然を観察。 そしてお昼ご飯は家族でＢＢＱ！三陸で獲れたサンマやイカなどを豪快に炭火で焼いて参加者全員お腹いっぱいになりました。  第２回： ９ 月 6 日（ 日） 「 カンナ削りとド ラム缶風呂」  カンナ削りとド ラム缶風呂の体験と山梨県早川町の間伐材を使用した木工を行い、 昼食は手作りの すき焼き丼を堪能しました。  第 3 回： １ １ 月 2３ 日（ 月・ 祝） 「 親子で昔遊びと秋の味覚を楽しもう 」  柴嵜シバサキ講師に指導していただき竹ト ンボ作りを行い、 ドングリを使ったコマ 、 人形等を作って楽しく 遊び、 また、 しながわ役立ち隊のメ ンバーによる昔遊びを行いました。  昼食は、三陸でとれた海産物でのＢＢＱを楽しみました。  

親子ネイ チャ ープ ロ ジェ ク ト

ﾄﾞ ﾝｸﾞ ﾘの工作物 

参加者と の記念写真 第( １ 回) 力を込めてｶﾝﾅを引きます(第２回) 







城南ブ ロ ッ ク 青少年委員連絡協議会(品川区、 大田区、 目黒区、 渋谷区)平成２ ７ 年５ 月１ ２ 日 火( )の総会から 城南４ 区の担当を目黒区から品川区が引継ぎ、 本年度の活動がスタ ート し まし た。平成２ ７ 年度の基本方針を掲げ、 ６ 月１ ６ 日 火( )の第１ 回運営委員会では研修部と 広報部に分かれて自己紹介と 各区のＰ Ｒ を行いま し た 。９ 月１ ５ 日 火( )の第２ 回運営委員会では研修大会の内容を決め、 各区のメ イ ン行事を発表し ま し た。１ ０ 月２ ４ 日 土( )の研修大会では、 濱野品川区長をお迎えし て、 都立みなとが丘ふ頭公園品川区キャ ン プ場において、 野外活動の基本と バルーン アート の制作を研修し まし た。 研修時もその後の懇親会も大変な盛り 上がり で、 有意義な研修大会の開催と なり ま し た。 今年度の活動は、 ま だあり ますが、 充実し た活動にし ていきます。児童セン タ ーと の連携事業６ 年目と なっ た活動は、 青少年委員のＰ Ｒ をはじ め、 子ど も及び親子や家族環境の現状理解の一助と なっ ています。今年度は、 延べ１ ６ の児童セン タ ーの行事に参加し ま し た。そ の中で、 １ ０ 月１ ８ 日 日( )の “ はたのだいま つり 〝（ 旗の台児童セン ター） と 1 1 月 日 土1 4 ( )の “ かっ ぱっ こ ま つり ” (東品川児童センタ ー では) 、昨年に続き青少年委員会と し てバルーン アート コ ーナーを設け、 “ 犬”“ き り ん ” “ 花” ” 勇者の剣” 等を作り 大好評でし た。ま た、 １ ０ 月２ ４ 日 土( )には、 戸越公園で開催さ れた “ ゆたかっ こ まつり ” (ゆたか児童センタ ー に) 参加し まし た。 こ こ では、 ド ラ ム缶を利用し て焼いた “ 石焼いも ” を販売し ま し た。今後も青少年委員会の資質を生かし た活動と し て、 児童セン タ ーと 連携し た事業をすすめていき ます。
親子もちつき体験＆凧あげ今回、 初めて日本の伝統行事を加味し た企画と し て、 １ ２ 月 日 日 品川区杜松2 0 ( )ホーム内の地域交流施設にて開催し ま し た。午前中は、 品川第一地区の青少年委員の指導のもと 、 親子で和紙を使っ た『 シン プル凧』 を作り 、 凧には思い思いの絵を描いたり 、 折り 紙を貼り 付けたり し ま し た。餅つき体験では、 順番に杵を握っ て餅つき を行いま し た。お昼には、 あんこ 、 きな粉、 いそべ巻の餅と 青少年委員手作り の野菜汁を食べまし た。 そ の後、 広場には子ど もたちの歓声が響きわた り 、 大空には楽し げに凧があがっ ていま し た。
青少年委員会自主研修前回の自主研修- 目黒川クルーズ- の後を受け、 ３月１ ２ 日 土( )に清泉女子大学の特別の許可をいただいて、 大学本館（ 旧島津侯爵邸） の見学を行いまし た。 この本館は、 ジョ サイ ア ・ コ ン ド ル氏が設計し たもので、 現在も教授室等で使用されています。 その後、 リニューアルさ れた品川区の防災セン タ ー見学を行いまし た。

後 記今期よ り 加わっ た親子ネイ チャ ープ ロ ジェ ク ト 等の新規事業が大好評で終える こ と ができ 、ほっ と し ています。 来年度、 青少年委員会は新たな体制で活動を行う こ と になり ま すが、 引き続き青少年の健全育成に貢献し ていきま す。 広報研修部員一同

総会での挨拶

研修大会での飯ごう 炊飯の練習

かっ ぱっ こ ま つり にて

ゆたかっ こ ま つり にて


